
今日は、ある学校での出来事をお話しします。 

その学校では、劇の発表会がありました。袋井

南小では、音楽の発表会をしていますね。 

月組さんは、先生がお話を考えて、先生がせり

ふの言い方や動きを考えました。それを子供たち

は一生懸命覚えて、教えられたとおりにすばらし

い発表をしました。 

一方、星組さんは、 

自分たちでお話を考 

えました。せりふの 

言い方や動きも自分 

たちで考えました。 

話合いには時間がかかるし、途中でけんかも起

こりました。練習中にうまくいかないことが何度

もありました。 

でも失敗することもあったけど、自分たちで考

えた劇を頑張って発表することができました。 

月組さんに比べると上手ではなかったかもしれ

ないけれど、星組の子たちは、自分たちでやり切

ったというとても満足そうな顔をしていました。 

 

さて、皆さんは、それぞれの組のことをどんなふ

うに思いますか。 
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会礼 校長の話 

  

私は、こんなふうに思います。 

月組さんと星組さんを比べると、月組の子た

ちほうが、楽なのではないかなと思います。先生

が考えてくれたことを、そのままやっていけば、

うまくいくことが多いですね。 

でも星組の子たちは、自分たちで考えるんだ

から、大変です。時間もかかるし、失敗すること

もたくさんあると思います。友達ともめることも

あるかもしれません。 

でも、私は皆さんに、星組さんのように、自分

たちで考えて挑戦してほしいと思っています。 

どうしてかというと、これから大きく成長して

いく皆さんの近くに、ずっと先生やお家の人の

ような大人が付いているわけではないからで

す。 

だからこそ、自分で、自分たちで考えて、自分

から行動することがとても大事です。そういう力

を付けていってほしいと思います。時間がかか

っても、うまくいかなくても、失敗してもいいん

です。「自分から、自分たちで考えられる」のは、

本当にすばらしいことです。 

 

 

 

交通安全教室（６年生） 
命を守る取組として、交通安全教室を行っています。車の制動距離や 

トラックの内輪差などの実演を含めた交通安全教室を行いました。 

実際にトラックの動きを見ることで、気づくことがたくさんありました。 

６月は「命」の月間 
袋井南小学校では、６月を命を大切にする月

として、「命の月間」と設定しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              

         

 

 

 

４年生：青空のもと、学年集会（リレー）を行いました 

【コミュニティ・スクール】 

R７ 第１回学校運営協議会 
を行いました 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

は、保護者や地域の皆さんと学校がともに知恵

を出し合い、学校運営に意見を反映させ、よりよ

い学校をつくっていく仕組みです。 

今年度の学校運営協議会委員を紹介します。 

                        （敬称略） 
＜会 長＞朝比奈 馨（愛野自治会連合会長） 
＜副会長＞川村 佳典（袋井南ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ館長）  
＜委 員＞竹原 伸幸（高尾自治会連合会長） 

＜委 員＞一木 正男（駅前自治会連合会長） 
＜委 員＞伊藤 公一（ 警 察 協 助 員 ） 
＜委 員＞山田 久美子（電車通学見守り支援員代表）  
＜委 員＞諸井 理恵（山 名 幼 稚 園 長 ） 
＜委 員＞西尾 真由子（ 医 師 ） 
＜委 員＞佐野 太亮（袋井南小 PTA代表） 
＜委 員＞速水 二葉（袋井南小 校長） 

 以上１０名です。 

６月５日に第１回学校運営協議会を行いまし

た。 

まず、校長から、保護者の皆様に向けて、コド

モンで「プロジェクト M（みなみ）」として、方針を

動画で発信するに至った思いをお伝えしました。 

（５月２８日コドモンで送信した動画→） 

 

それを受けて、委員の皆さんからの、 

◎主体性を発揮できる機会や場を大切にしたい  

という意見をもとに、地域・家庭・学校で何がで
きるのか、どうしたら主体性を発揮できる場を
作ることができるかをそれぞれの立場で話し合
いました。 

音楽を楽しむ会を昨年度までは、低学年・高
学年と分かれて実施しておりましたが、今年度
は全校一斉で実施します。 
全校一斉にすることで、上学年の姿を見て、

○年後の自分たちの姿を思い浮かべることが
できます。また、上学年の姿をモデルや目標に
することで、「○年生のように、もっと迫力を
出した歌い方にしたい」「お兄さん・お姉さんの

ようにいろんな楽器を使ってみたい」「手拍子
をしながらステージにあがったら、わくわくす
る感じが伝わると思う」などという思いを持つ
ことが期待できます。 
 

★全校一斉で実施することにより、スペースの確

保が難しいため、残念ながら今年度は保護者の方

をお招きすることはできませんが、オンラインで

のライブ配信を予定しております。御理解をお願

いいたします。開始時刻は後日お知らせします。 

６月フォトメモリー 

◆ホームページで、 
学校生活の様子を紹介しています！              
         
              
                    

ついに今年は 

全校一斉での実施が決定！ 

～音楽を楽しむ会（１０/７午後予定）～ 

 子供たちが大好きな学校山をよりよい状態で残し
ていきたい！という思いがつまった企画です。 

大きなじゃがいも、たくさん掘れたよ！（２年生） 

 「よみがえれ！ 

学校山プロジェクト」第２弾 

～子供・PTA・地域連携～ 

R7は６月までにこんなことをやりました！ 
①アルミ缶集め（毎週水曜日の朝／思いやりいっぱい委
員会主催／子供・PTA・地域の方が協力） 

②資源回収ボックス設置 
（４月２１日～５月６日／PTA・地域の方が協力） 

③資源回収（６月７日／PTA・地域・子供が協力） 

④緑の募金（５月２８～３０日／フラワー委員会主催／子

供・PTAが協力） 

皆様の御協力のおかげで、もうひといきで
展望台本体の修繕に入ることができそうです。 
＊この活動は SDGｓにもつながっています。 


